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鈎虫の非同有宿主体内に於ける発育

に関する実験的研究（第4報）

佐古 田 lfr 
大阪大学微生物病研究所寄生虫原虫学部（部長 森下薫教授）

（昭和33年7月23日受領）

特別掲載

前言

寄生現象に於ける宿主，寄生虫聞に見られる特異関係

の木態については，多くの関心が寄せられ，かっこれに関

連した実験的研究が数多く行われているに拘らず，米だ

充分な解明がなされていない。著者も亦との問題に関心

をもち，その解明の一方法として一定の処置を加えた所

謂非固有宿主に於ける感染の状況を知るためのー述の研

究を続けて来た。との研究に用いた寄生虫は人鈎虫（ヅ

ピニ鈎虫一以下A.d. と[I自称する〉てあり， をの非同

有宿主としては家兎を選び，とれに人 ・山羊及び犬の赤

血球を夫ノセ頻回静注することに依る処置を泊し，とれに

A.d.の完熟仔虫を経口的叉は経皮的に感染せしめ

た。をの何れの場合に於ても，発見される仔虫数及びそ

の生存時間は，対照無処置家兎に於けるより明らかに優

ることを明らかにした。との場合の宿主動物への影響方

法は恐らく，異種動物の血球指注が一定の機序により家

兎の先天的抵抗性を減弱せしめるととにあるべく，その

作用は赤血球の種類により異なり，犬のものに於て最も

著明であるととを知った。然るに上述の処置が家兎に於

けるA.d.の感染に一定の好適な状態を持！：＞来たした

とは云え，それは主として対照に比し見出される仔虫数

の多いこと〉その生存時間の延長にあって，それらが腸

内に寄生し成長する点については殆んど云うべきものな

し只人血球注入の場合に辛うりて少数の虫体が第4期

幼虫に達し，原始口嚢を形成したに過ぎない。

非固有宿主にあっては，当該寄生虫の感染を拒否する

ための先天的抵抗性の存在することは充分考えられる所
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てあるが，その木態乃至作用機序については元より明ら

かでない。しかしそれには侵入後の寄生虫を攻撃して殺

滅する階梯と，その正常な Metabolismを阻害してそ

れ以後の発育をJ巨否する｜府梯とがあると考えるのは一応

常誠的な所てあろう。只これらは別々の作用に依るか，

共通な基盤の上に立つ作用に依るかは簡単に断ぜられな

い。しかし何れにしても侵入虫体が夫々の部位て直接攻

撃を受けるととを排除するととが感染成立への最初の必

要条件てある筈てある。著者の今迄行って来た実験ては

専らこの方向に進んて来たものと信ずる。然るに今日迄

の結果ては，仔虫の腸内に見出されるものが少なく，大

部分はその他の部位に見出されたに止まる。とれは先天

的低抗性を低下せしめるための処置として，異種動物の

赤血球の注入が有効とは云え，尚充分な作用力をもたな

いζ とに因るのではなかろうか。若し更にをの強力な作

用を有する方法を用いるならば，腸内に見出される仔虫

も多くなり，更に発育の進んだものも得られるのではな

かろうか。とのような考えから著者は血液とは作用方法

を異にし，且つ特殊な細胞に対し強力な作用をもっと云

われる Nitrogen-Mustard及び Cortisoneを用いて本

実験を行うととを企てたのである。

Nitrogen-Mustardの作用はX線に類似し，Cortisone

と共に一般に抗体産生を阻止し，白血球の喰菌作用を低

下せしめることが云われている。殊に Cortisoneについ

ては，近来 Trichzi悦 llaゆかαlis,Nippostγ側 gylusW胤・

γis, Schistosoma j,仲側icum等の感染を穐私すると去う

報告があるので，本実験の目的にこれらの薬剤を用いる

ととは極めて興味あることと考える。その結果は尚必ら

ずしも充牙満足する所迄は行かなかったが，梢見るべき

成果を得たので以下報告する。
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Nitrogen-Mustardを友復静注した家兎に人鈎虫

（ヅピ＝鈎虫）完熟仔虫を経口的に感染せしめる実験

1 実験方法

京兎は体主約2kgの群〈以下A群と称す） 5羽と体市

約1kgの群〈以下B群と称す） 5羽に夫次対応する対照

子千5羽（以下A＇群と称す〉及び 3羽〈以下B＇群と称す〉

に分け，仔虫は宇佐美氏炭末法て、7円問培益したA.d.

完熟仔虫を用いた。 Nitrogen-Mustardは円木架化学株

式会社の製品て Nitrogen-MustardA. {tris （β・chloro幽

ethyl) amine hydrochloride} （以下 N-M.と略す〉を使

月］した。

A群に付してば，pro.kg 1.0 mg, B群に対しては，

pro. kg 3.0 mgの N・M.をノたべ 4～7日間隔を以て反 ，

復l静注し，A群にあってはr=:1血球の減少を見，B群にあ

っては同rr!i'v・こ淋巴球の減少苫：切で，偽好酸球との比率逆

転するに及んて，約ム000笠の仔虫をピペッ トを以て経

口的に投与した。投与後夫々第15・18・20・23及び35日

円に心臓穿刺によって採血肝機能検査に供し，同時に屠

殺して各臓器より仔虫を家集の上観察した。これらの手

技は従来と同様てある。

2 ＇）ミ

(1) ~兎の状態

N-M.の静注を反復するととにより，A群に於てはドi

血球の減少：去来し，終始乙の状態を維持したが，淋巴球

は僅に減少を見る程度て偽好酸球との比率は，屠殺当IJ

に至って漸く逆転を示したもの4例て，1例は遂に逆転

しなかった。 B群にあっては全例終始白血球の減少及び

淋巴球・偽好酸球の比率逆転を呈した。 肝機能に於ても，

A群ては高田 ・グロス反応共に陰性て，その障問を血清

より判定し得ず，B群にあっては全例両反応共に陽性を

呈し，肉眼的にも高度の障碍を認め得た。しかしλ ・B

両群の実験全例；こ於て赤血球数 ・血色素量には殆んど変

化なく著しい衰弱は認められなかった。対照 A' •B＇群て

は勿論上述の変化法認められなかった。

c 2) 仔虫の状況
次に仔虫の感染の状態を観察すると，第四日 自に於

て，A群てiよ肺 ・気管 ・食道より犬ぺ18・75・9隻，B

群ては肺 ・気管 ・食道より犬／－｛ 3・260・15隻の仔虫を

得たが，その他の臓器よりは認めず，第18日目ては，A群

て、法，肺 ・気管 ・食道及び胃内容より夫々10・31・6受

及び1隻，B群ては肺・ 気管 ・食道より夫ノセ 4・55・8

隻を，第20日目てはA群ては肺・肝・心・胃内容より夫
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々8・1・1・8隻，B群ては肺 ・気管 ・食道 ・胃より

);:/-{ 3・85・20・8隻を得たが，第23日円に至ってA群

ては何れの臓器よりも仔虫を検出し得なかったが，B群

ては尚気管 ・食道 ・胃より夫々46・4・1隻の仔虫を認

め，第25日11に於てもA群ては仔虫を認めず，B群てよ

肺・気管 ・食道より夫次 2・40・6隻の仔虫を得た。以

上の如く A・B両群の聞に検出仔虫数の相迫在来したこ

とは，N-M.の注射畳の差による家兎への影響の差異に

基くものと考えられるが，いずれにしても宍験群ては相

当多数の仔虫が見出された。とれらの実験例に対して，

対照例にあっては仔虫の凡出されたものは造かに少く，

A＇群ては第 15日日に心より 1隻のみ，第18日目気管 ・小

腸より犬λ（4・1隻 ：第20日日気管より 2隻を得たが，

第23口口 ・第25日日ては仔虫を認め得ず，B＇群ては第 15

日・お20日・ 第25日の 8例てあるが犬々気管 ・食道より

3・6隻，気管より 2箆，気管より 2隻の仔虫を得たに

過ぎず，検出仔虫数が全例を通Uて極めて少数て、あった

点実験群との聞に明らかに相違が認められた。

しかしながら，仔虫の発育の点に就いて観ると，実験

対照全例に於て共に著明な発育は認められず，原始口嚢

を有する所謂第4期幼虫は全然発見されなかった。

3 考民

N-M.は細胞毒とじて作用し，抗体産生 ・白血球喰菌

作用を減弱させる薬剤として知られており，亦血球以上

に先天的感染抵抗性を低下せしめ得るものと一応考えら

れるのでとの実験を行ったが，結果は成績に示す践に対

照との聞には明らかに相違あり，家兎の先天的抵抗を或

る程度減弱せしめたものと考えられるが，仔虫の発育を

促進せしめる所迄は行かなかった。乙の点赤血球注入の

場合と殆んど類似のものであり ，仔虫の発育臓器たる小

腸に仔虫が全く認められなかったととは N・M.が寧ろ亦

血球の場合ほど有利に作用しなかったとせねばならぬ。

しかし，検出仔虫数よりして実験群と対照群との聞に

明らかな差異を認めたことは，仔虫の生存にとってとの

処置がより有利な条件をもたらしたことを物語り，叉同

じく実験群に於ても，多量の N

と淋巴球の比率逆転し，高皮の淋巴球減少状態を呈した

B群の方が，住射 N-M.が少量てかかる現象が桂皮てあ

ったA群よりも有利な結果を示したと云える。とのこと

は淋巴組織がより強く告されるととにより抗体産生力が

著しく阻止され自然抵抗を強く低下せしめた為と想像さ

れる。
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第1表 Nitrogen-Mustard 1. 0 mg注射家兎群（A群）血液所見及び肝機能検査

兎
号
家
番

屠殺日
注射
注射量回数

内血球像

偽好酸淋巴女子酸好塩基単
赤血球白血球血色素

肝機能

高田 グロス

1 

2 

1号 3

4 

5 

6 

24 

l .Omg 29 

II 36 

A品
E
1
i
q
L

7

7

6

 

A
u
n
u
n
u
 

260万 6800

250 6000 

265 5400 

51% 

50 

51 

（ー）（ー）第15日

2号

II 凡

u

n

v

n

u

n

u

o
o
n
b
q
J
C
U
 

F
U
F
h
d
F
h
d
A位

。2
5

2

刈
性

d
生

A
告

に

1
U

n
u
n
u
n
u
 

つ白

n
u
q
L

55 

57 

56 

55 

52’ （ー） （ー）第18日

II 

II 

II 

36 62 0 

2

3

4

5

 

l.Omg 36 

II 39 

II 40 

" 46 

II 56 

2

0

8

2

2

 

P
O
P
O
F
h
d
F
D
d生

q
L
q
o
q
L
1
i
 

Fhu

－hd
F
h
u
F
h
d
 

n
U

円

U

n

u

n

u

n
v
n
u
n
u
n
U
 

1

2

0

3

 

q
u
q
d
q
u
n
o
 

n
v
n
u
n
U

に
d

可

i

n

b

円

i

げ

i

ワ
釘
ワ
ム
つ
白

n
L

q白

q
ム

円

L
q
r
u

n
U
A
U
n
u
n
u
 

0 2 290万 4500 56% 

n
u

ハu
n
u
n
u
n
u

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
 

2

1

2

2

2

 

280 

300 

310 

300 

290 

4400 

4000 

2600 

3000 

2500 

3号 2

3 

4 

5 

32 68 0 

1 l.Omg 34 64 2 

II 2

2

2

4

 

つ
白
円
d

つ
d

A
吐

C
U

に
d

に
d
q
J

6

9

3

0

 

3

3

4

6

 

0 0 320万 11000 565'6" 

0 0 300 4100 53 

0 0 340 4000 54 

0 2 310 2800 52 

0 2 310 3100 54 

0 2 330 2700 55 （ー）（ー）第20日

II 

" 
II 

ワ臼

q
L
A
U
n
U

0

8

6

4

 

7

6

6

5

 

に
u

n

u

o

O

A
せ

2

3

2

4

 

g
 
m

p

 

o
r
 

－－ 1
ム

q
A

ロす
A
吐

3

4

5

 

1.0mg 42 

II 45 

56 

53 

0 2 340万 5300 57% 

0 0 330 4000 55 

0 6 350 3800 56 

0 2 330 3900 54 

。
。
。
。
2 

2 

350 

340 

3600 

3400 

55 

55 

（ー）（ー）第23日

5号

II 44 54 0 0 2 345 2300 55 

0 6 300万 7000 54% 

n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
v
n
u
 

4

2

5

 

290 

310 

300 

5100 

4900 

4600 

q
L
q
ο
F
h
d
 

戸

hυ

に
d

F
同
U

（ー）（ー）第25日

22 72 0 

1

2

3

4

5

6

 

l.Omg 22 

II 34 

II 30 

A
U
τ
d
生
戸

hd

吋
’
’
氏
U

に
U

II n
u
n
u
n
u
 

q
L
T
4
0
0
 

6

6

2

 

q
u
d
z

ワ臼

つ
d
q
ο

庁’

II 

II 

4

3

6

 

F
O
F
h
U
F
b
 

n
u
A
U

円

U

n
u
n
u
n
u
 

d当

q
L
P
0

4

3

3

 

0

0

9

 

1
i
1
i
n
u
 

q
u
q
u

つ－

F
h
d
F
h
d
n
u
 

n
u
n
u
n
u
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第2表 Nitrogen-Mustard5. Omg住刻家見群 （B群）血液所見及び肝機能検査

家兎
番号
注射 注射量
回数

白血 球像

偽好酸 淋巴 好酸 好塩基単
赤血球 白血球血色素

高田 グ ロス

肝 機能
屠殺日

号ti
 

1

2

3

4

5

 

5.0mg 24 

!/ 51 

!/ 52 

!/ 

!/ 

28 72 0 

a且
τ

司’

e
d
u

ヴ
’

A
吐

A
吐

54 44 0 

56 44 0 

0 0 255万 6500 54;'b （ー）（ー）

n
v
n
U
A
U
 

n
u
n
U
A
U
 

2

2

2

 

250 

260 

260 

5000 

3500 

3300 

3

3

4

 

FO

Fhd
F
D
 

（土）（＋）第15日

2号

1

2

3

4

5

6

 

5.0mg 26 

!/ 49 

" 50 

" 
" 
II 

20 . 70 0 

8

5

4

 

に

U

4
告

d
A官

54 40 0 

55 39 0 

58 36 0 

0 2 270 3000 55 

0 0 250 3100 50 

0 10 260万 9400 53,9& （ー）（ー）

n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
U
A
U
 

255 

260 

265 

8000 

4000 

3600 

a
t
Fhiu

に
d

に
d

F
b

Fhd

（＋）（＋）第18日

3号

1

2

3

4

5

6

 

30 

50mg 32 

II 50 

II 50 

n
u
n
u
n
u
n
U
 

4

4

6

5

 

n
h
U
F
0
4
4
d
u
τ
 

A
U
n
u
n
u
 

a佳
句

i
n
u

A
A
I
A桂
月

。

n
u
q
J
戸

D

F
h
d
Fhd

F
hd
 

c
u
p
o
n
b
 

（ー）52,9b （ー）

53 

54 

50 

（＋）（＋）第20日

4号

II 

II 

II 

1

2

3

4

5

6

 

58 

5.0mg 56 

II 59 

!/ 58 

II 59 

II 58 

II 62 

O
O
A
υ

ヴ
4

0

0

ヴ
4

0

0

d

生

q
u
A官

q
u
q
u
Q
d
n
o
n
J

3

4

2

 

に
U

F
hi
v
Fhd

n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
u
n
U
 

1
ム

庁

i

n

d

q
u
q
L

つ臼

n
u
n
u
n
u
 

可
J

氏

U

F
hd

円

L
q
L

ワ＆

丹

O
P
O
P
o

n
u
n
u
n
u
 

0 6 240万 5800

0 4 235 4800 

0 4 250 3800 

0 5 250 3500 

0 6 260 3200 52 

0 6 260 3000 51 

0 6 250 2900 50 

2

2

2

2

2

2

2

 

245万 6400

250 6000 

260 3600 

270 3000 

290 3100 

2'(0 3000 

250 3100 

（ー）53,9b （ー）

54 

53 

54 

51 

53 

53 (+) （＋）第23日

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
 

2

2

2

2

2

2

2

 

号3
 

1

2

3

4

5

6

7

 

18 

5.0rr唱 26

!/ 49 

!/ 49 

0

8

5

6

 

Q
U
C
u
aせ

Aせ

n
u
n
u
n
u
n
u
 

’i
庁
d

口
o
n
u

A
ι
z
q
o
q
o

円。

d

吐

に

U

司
’
’
庁
，
a

Fhd

に
1
V
F
b
F
U

n
u
n
u
n
u
n
v
 

n
u
n
U
A
U
A
V
 

2

6

6

5

 

260万 6300

260 5900 

250 3300 

270 3000 

（ー）54,9& （ー）

56 

53 

54 

（＋）（＋）第25日

!/ 

II 

II 

" 

5

2

4

3

 

FhU
F
O
F
D
F
D
 

n
u
n
u
n
u
n
u
 

n
u
n
U

凡

U
n
U

9

0

9

o

 

q
L

つd
q
L
q
o

A
U
n
u
n
u
n
u
 

に
U
q
O

庁

i
n
U

2

2

2

2

 

F
D
門

i

F

U

ゥ，

A
u
n
u
n
U
A
U
 

( 90 ) 



693' (1958）〕昭和 33年 12月

Nitrogen-Mustard注射家兎群に対する対照例血液所見及び肝機能検査第 3表

肝機能

高田 グ ロス

イ象球血白
対照群家兎
番号 屠殺日

A' 

第15日

第四日

第20日

第23日

（－） 

（ー）

（ー）

（ー）

（ー）

（ー）

（ー）

（ー）

血色素

53% 
53 

50 
52 

55 
54 

56 
53 

54 
52 

白血球

7900 
8000 

9100 
8700 

8600 
8700 

6100 
6000 

7400 
7600 

赤血球

300万
290 

270 
280 

310 
300 

320 
310 

280 
290 

単

2
2
4
8
2
2
2
3
2
2
 

好塩基

A
v
n
u
n
u
n
U
A
v
n
υ
n
u
n
U
A
U
n
u
 

好酸

ワ
ム
ワ
向
。
ム

qム

9
LM
ワ
山
内
u
n
u
ワ
ム
ワ
ム

淋巴

4
6
8
0
2
0
6
7
6
4
 

門

i
ヴ
4
氏
U
氏
U

庁
’
吋
4

に
U
氏
U
氏
U
氏
U

偽好酸

2
0
6
0
4
6

2
0
0
2
 

2
2
2
3
2
2
3
3
3
3
 

検査期

投与前
屠殺時

投与前
屠殺時

投与前
屠殺時

投与前
屠殺時

投与前
屠殺時

1号

2号「

3号

4号

第25日

B’ 

第15日

第20日

（ー）

（ー）

（ー）

（ー）

（ー）

（ー）

56% 
55 

60 
56 

54 
56 

9600 
10000 

12000 
13000 

10000 
12000 

280万
280 

300 
270 

290 
300 

7
8
0
4
3
3
 

1
i
 

n
v
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
 

2
2
0
0
0
0
 

3
0
2
0
8
9
 

P
O
P
O
R
U
F
O
R
d
R
U
 

8
0
8
6
9
8
 

つ臼

n
d
Q
d
q
u
n
o
n
d

投与前
屠殺時

投与前
屠殺時

投与前
屠殺時

口ちFD
 

1号

ロすっ臼

第25日（ー）（ー）
3号

Nitrogen-Mustard注射家兎及び対照家兎検出仔虫数第 4表

月日器臓
総計

1号
2号
3号
4号－
5号

計

、BEE
P
E』
E
J

2
8
3
0
0
 

n
u
a生
1
i

寸
・
4

小腸胃食道

9 
6 

気管

75 
31 

肺

8
0
3
 

1ム
噌

i

J心、手
4
n
Hμ
 

屠殺 日

ロH
口
H

ロH
口
H

口
H

Fhd
D
O
内
U
q
ο
Fb

守

i
吋

i
n
L
n
L
円
ぷ

第
第
第
第
第

家兎番号群

1 
8 163 1 1 A 

、，EE
B
E
E
E
J

Q
U
円

t

1
i
y
i
QU

円

t
pO
守

i

R
U
4
4

q
L

1
i
 

戸

b
o
o
n
U
4
6

1ム

n
L

A
U
に
1v
に
d
c
u
n
U

6
5
8
4
4
 

っ“Q
U
刈
宮
内
。

ロH
口
H

口
H

口
H

ロH

5
8
0
3
5
 

1
ょ
1
ょっ
臼
つムク－

第
第
第
第
第

口
す
号
ロ
す
号
号

司

i
ワ
h
q
J
A
吐

F
b

555 3 
1 

B 

2 

口
す
口
す
号
ロ
す
口
す

1
i

つ山
q
O

A
吐

Fhd

1 4 
2 

1 口
H

ロH
ロH
口
同
口
H

5
8
0
3
5
 

1
1
2
2
2
 

第
第
第
第
第

A' 8 

13 
6 3

2
2
 

第 15日
第 20日
第 25日

ロ
す
号
ロ
す

1
2
3
 

B' 

（発育イ子虫なし）

Cortisoneを毎日皮下注射した白鼠に人鈎虫 （ヅ

ビ＝鈎虫）完熟仔虫を経ロ的に感染せしめる実験

して来たのであるが，被験動物の種類によっても先天的

抵抗性に強弱の差があることが考えられるし，たとえ例‘

外的なものであるとは云え無処置の感染実験て第4期発

育仔虫を認めた報告には白爪が多い様てある。従って木ー

実験ては著者も亦白井1を用いるとととした。

1 実験方法

動物は体重＇120～ 140gの白胤，薬剤はメノレク社製コ

ート ン (17・oxy・11・dehydrocorticosteron acetate), イ子

前述の如く N・M.を家兎に静注した実験ては必らずし

も期待に副う成~－が得られなかった。をζて抗体形成の

抑制，白血球l食菌作用の低下等の作用はN-1:f.に類する
ところがあるが，薬理学的防機作を異にするホノレモン剤

てあり，而かも局所防禦機転を障碍する作用があると称

せられる Cortisoneを使用してみた。 叉従来家兎を使用
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虫は同一患者の奨更を宇佐美氏炭末法により 1週間培養

て＇1~たA. d.完熟仔虫を使用した。

溜水を以って 1.0cc中10.0mg合有する如く稀釈した

Cortisoneを毎日 1.0mg, 5.0mg及び10.0mg宛犬々

に！Jn皮下に注射し，注射開始後；154日に仔虫約5,000隻

をピペッ トを以て経口的に直接胃内に注入，イチ虫投与後

4定期間に白Jl＼の臓器中より仔虫を来集倹鏡した。仔虫

紫集検索の法：ま従前の如くであり，実験例に刈－し夫々 対

照をとったことは勿論である。

2 実験成績

Cortisone大豆注射による防碍の為か実験途上て、箆れ

るもの多く ， 実験対象となし1~－たものは鎚死直後のもの

を含めて 1.0mg注射群（以下A群と称す）5尾， 5.0 

mg注射群〈以下B群と称す）4尾，10.0mg注射群（以

下C群と称す）3尾及び対照群（以下K群と称す） 5尼

の計17尾てゐる。

(1) 白Jllの状態

注射群ては各群とも注射開始後約1週間は急激に体主

の増加を来すが，次いで漸次消耗し，期間の長短はある

が箆れるものが多い。鎚れた白j孔は多く}/IL孔より出血し

内臓では肺に肉眼的に出血が明らかであった。

実験群の生存白井Lも，全身著しく寂弱し，生気極めて

阻害されていた。

血液所見を観ると第5去に示す通りて，赤血球数 ・白

血球数 ・血色素置はいずれも実験群と対照群の聞に特に

差異が認められなかった。とれは白J't＼にあってはそれら

の動指範聞が大てあるのが常なる為かも知れない。しか

〔寄生虫学雑誌、 ・第 7巻・第 6号

し口血球像ては，注射群にあっては殆んどの例て、淋巴球

の減少，中性唱好白血球の増加が著しく，且つ注射量の多

いほどをの傾向が梢大の慌てある。叉好酸球は注射群全

例に認めず， とれは Cortisoneの影響として当然てあ

ろうが，対照群に於ても僅にl例に認めたに過ぎない。

次に小腸の組織像を飢ると，肉眼的には腸壁が極めて

非薄て、殆んど透見出来るほどにな．り，弾ノり性も減返して

切れ易い状態となっていたが粘液の分泌；！立変ら均慌ても

り，注射ID:の差・による相迫は肉眼的には認め味いが，正

常な腸壁J;：示す対照との間には著しい左異があった。顕

微鏡的に観ると，紙毛上皮には余り変化が認めら，tlない

が，同有！？？・ 粘膜下組a織 ・筋間共に萎縮の傾向があり，

Zlzに粘膜下回は疎となり，淋巴球 ・1手球宇のj幹出が少な

く，注射日の多いほどその傾向が大の慌て、あった。

c 2) 仔虫の状況
先ず検出仔虫数を見ると，2n6 J＜.のな日く， f子虫投与後
見・7「lAmて、叫肺 ・：＞＜1管 ・小腸 ・大腸及びその他の臓器

（皮Jr守 ・ 筋肉 ・ 骨を除く〉より火ノ.::46 ・ 2~~ ・ 20 ・ 4 及

び14笠計 383隻，B昨ては62・221・65・31及ρ53隻計

432笠.c群では 174・334・G6・31及び 71隻計 676

笠，K群ては30・202・4・2及び6隻計 244隻を：得，

:Jm 「lA群では）；：ペ25・95・0・0及び9隻J十129隻，

B群ては 741・167・0・69及びGO隻計1037隻，K群て

は8・24・0・0及び0隻計32箆，第14FlA群ては犬々

Hl・193・0・0及び8隻計 215隻，B群て：士98・149

・ 96 ・ 23及び21~芝 111- 387隻，K群ては 1・20・0・0及

び1笠計31笠，8'518日A群てはノミペ 6・34・1・0及び

第5表 Cortisone注身、J白鼠及び対照白鼠の血液所見

屠殺 日
白 血 球 イ象

（仔虫投与後）
群 赤血球 白血球 血色素

中性噌女子 淋巴 好酸 好塩基 単

56 43 。 。 1 578万 5400 83% 

第 7 日
54 38 。 。 8 556 5400 70 

84 12 。 。 4 535 6400 69 

34 64 。 。 2 610 4500 74 

34 64 。 。 2 530 5900 70 

第 12日 56 43 。 。 1 700 4500 80 

42 56 。 。 2 820 3500 80 

52 38 。 2 8 530 8600 73 

第 14日 72 20 。 。 8 494 4000 80 

24 66 8 。 2 605 11900 77 

50 48 。 。 2 740 6200 90 

第 20日
64 28 。 。 8 565 7500 65 

70 22 。 。 8 561 6400 77 

32 66 。 。 2 550 6500 75 

（備考 Aは 1.0mg, Bは 5.0mg,Cは 10.0mg毎日注射，Kは対照 以下の表向 じ）
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3 隻~I・ 44隻， C群ては 114 ・ 160 ・ 28 ・ 38 及び 20 隻計 得，以上合計55隻〈対総投与仔虫数0.16%，対検出仔虫
360隻， K群ては 2・21・0・1及び3隻計27隻，第20 数 1.57%，対腸管検出仔虫数 7.77%） の発育幼虫を検
円A群ては夫ぺ 0・1・1・1及び3笠計6隻， B群て 出し得た。これら発育仔虫の状況は!JS?友に示す通りで
は42・97・24・12及び3隻計 178笠， C群ては 204・72 ある。
・63・62及び27隻計 428笠であった。然るにK群ては 0 同じく Cortisone注射白川でありながら，A群には発
・2・0・0及び1隻計 3隻となっており， Cortisone 育仔虫を認めず， B・C群に於てのみ発育が進められた
注射群は常に対照群より遥かに多くの仔虫を検出してお 点よりして，仔虫を発育せしめる為に必要な Cortisone
り，而かも l回注射量の多いほど発見仔虫数の多い傾向 の最低畳は 1回量 1.0～ 5.0mgの間にあるものと解せら
が認められる。且つ叉腸管内よりの仔虫がB・C群て、は れる。

相当数認められたに反し，A及びK群ては極めて少なか 3 考 抜
ったととは次に述べる発育仔虫と関述して l立要なな義が 従来持者が進めて来た実験及び木文前項の実験に於
あるものと考えられる0 ・ て，異種動物血液及び N-M.の注射はA.d.仔虫の感

第6表 Cortisone 注射及び対照白鼠検出仔虫数

l臓 器 )jlj 

百 ／〔仔対投虫与%＼） 発育仔虫数（臓器別）屠殺日 群
肺凶 気管 小腸 大腸 他

46 299 20 4 14 383 17.66) 。
第 7 日 62 221 65 31 53 432 (8.64) 。

174 334 66 31 71 676(13.52) 6 （小腸4，大腸2)
30 202 4 2 6 244 (4.88) 。

{ i 25 95 。 。 9 129 (2.58) 。
第 12日 741 167 。 69 60 1037 (20. 7 4) 2 （大腸2)

8 24 。 。 。 32 (0.64) 。
19 193 。 。 3 215 (4.30) 。

第 14日 98 149 96 23 21 387 (7. 74) 4 （小腸4)
1 29 。 。 1 31 (0.62) 。
6 34 1 。 3 44 0.88) 。

第 18日 114 160 28 38 20 360 (7 .20) 9 （小腸8，大腸1)
2 21 。 1 3 27 (0.54) 。。 1 1 1 3 6 (0.12) 。

第 20日 42 97 24 12 3 178 (3.56) 10 （小腸8，大腸2)
204 72 63 62 27 428 (8.56) 24 （小腸17，大腸プ）。 2 。 。 1 3 (0.06) 。

次に仔虫の発育の状態を観察すると，A及びK群より 決に対し，確に非同有宿主の先天的抵抗性を減弱せし
得た仔虫には特に著しい発育は認められなかったが， B め，対照に比し仔虫の体内生存期間を延長せしめ，かつ
及びC群の仔虫の中腸管より得たものの中には明らかに をの数を優越せしめる効果を認めた。しかし発育企促進
;f'H期幼虫まで発育して，原始口嚢の形成と共に雌雄を せしめる場合は極めて稀少であった。これは如何なる理
判別し得るものが多く，更に進んで第5期幼虫と思しい 由に因るものであろうか。鈎仔虫が小腸内て発育するも
もの 8隻を認めたことは注日される。即:!SB群て、は第四 のである以上小腸内に滞溜しなければ発育の機会を得ら
日大腸よ り2隻の発育仔虫を得，中l隻は2n5期幼虫て れないととは当然であるので， との口的を述ぜんとし
あり， !;fS14日小腸より 4隻，第20日小腸より 8受，大腸 て，先に仔虫の投与m去を経皮的に変えて或る程反小腸
より 2隻の第4期幼虫を得た。 C群ては第7日小腸より 内停滞仔虫数を高める成果を挙げ得たのであるが，而か
4隻，大腸より 2隻，第18日小腸より 8隻，大腸より 1 も発育の著しく進んだ仔虫は得られなかった〈第3報〉。
隻の第4期幼虫を得，史に第20日小腸より17隻中1隻m 即:S異種動物血液注射による処置では家兎に於てもち来
5期幼虫，大腸より 7隻中1隻第5期幼虫の発育幼虫を たし得る先天的感染抵抗性の低下に限度があり，小腸に
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第 7表 （1) Crtisone注射白鼠群より検出された発育仔虫状況

イ子 虫 音E イ立
屠殺日 群 臓 器 峰雄別

体長 体幅 食道長 食道球幅 口襲タテ
ヨコ

1.2455 0.0347 0.2274 0.0217 
0.0217 ♀ 
0.0195 

1.0722 0.0325 0.2058 0.0173 
0.0217 

0 
0.0195 

小腸 〈
0.1950 0.0173 

0.0195 
1.0397 0.0206 0.0162 

♀ 

第 7 日 c ) 0 0217 0.1841 0.0162 
0.0195 

♀？ 
0.0152 

0,0324 0 2166 0.0217 
0.0292 

色
0.0217 

大腸 0.0249 
1.0072 0.0271 0.1949 0.0217 0.0227 

♀ 

0.1137 0.3444 0.0563 
0.0433 

♀（第5期）

第 12日 B 大腸
0.0498 

1.2671 0.0433 0.2978 0.0325 
0.0249 ♀ 
0.0249 

1.1155 0.0542 0.2166 0.0260 
0.0227 

δ 
0.0238 

1.1155 0.0433 0.2274 0.0249 
0.0249 

0 

第 14日 B 小腸 〈
0.0217 
0.0162 

1.1047 0.0455 0.2166 0.0271 0.0173 
♀？ 

0.9206 0.0380 0.1408 0.0217 
0.0173 
0.0162 

1.2346 0 0542 0.2437 0.0368 
0.0325 

0 
0.0325 

1.0833 0,0433 0.2328 0.0325 
0.0325 

0 
0.0271 

1.0833 0.0433 0.2166 0.0292 
0.0303 ♀ 
0.0260 

1.0289 0.0368 0.2166 0.0249 
0.0282 

0 0.0217 

小 腸 1 0.0325 
第 18日 0.9097 0.0336 0.2058 0.0217 0.0227 

0 

0.8881 0.0347 0.1733 0.0217 
0.0249 

0 
0.0184 

c < I o.8881 0.0227 0.1733 0.0173 
0.0217 

0 
0.0217 

0.8664 0.0217 0.1733 0 0173 
0.0217 
0.0173 

‘大腸 0.9747 0.0325 0.1950 0.0217 
0.0325 

δ 
0.0271 

1.4404 0.0758 0 2924 0.0347 
0.0390 

0 0.0401 

1.4187 0.0379 0.2816 0.0379 
0.0336 

0 0.0325 

1.3213 0.0606 0.3032 0.0347 
0.0379 ♀ 
0.0347 

1.2346 0.0509 0.2816 0.0325 
0.0347 0 
0.0325 

第 20日 J 小 腸 0.0325 
1.1480 0 0542 0.2491 0.0227 0.0282 

0 

1.0613 0.0325 0.2274 0.0217 
0.0282 

0 
0.0271 

r B 1 
0.0325 0.2274 0.0217 

0.0271 ♀？ 
0.0302 

0.0325 0.2058 0.0271 
0 0227 

0 0.9747 0.0217 
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第 7表 （2) Crtisone注射白鼠群より検出された発育仔虫状況

千子 虫 音E 位
屠殺日 群 臓器

口裏タテ
雌雄別

体長 体幅 食道長 食道球幅
ヨ コ

（大 腸 ｛1.2455 
0 0347 0.2491 0.0271 

0.0325 
♀ 

0.0336 
0.0347 1.1696 0.0325 0.2383 0.0249 
0.0325 0 

0.0740 0.3466 0.0401 0.0379 
0 （第5期）0.0433 

0.0747 0.3357 0.0347 
0.0325 

0 1.6245 
0.0368 

1.5704 0.0736 0.3141 0.0325 0.0325 
♀ 

0.0325 

1.3429 0.0726 0.3141 0.0336 
0.0325 

0 0.0303 
第 20日 f

0.0303 1.1480 0.0368 0.2383 0.0217 
0.0271 0 

1.1372 0.0238 0.2491 0.0195 0.0271 
♀ 

0.0274 

1.0722 0.0303 0.2058 0.0173 0.0249 
0 0.0260 

1.0090 0.0314 0.2166 0.0195 0.0227 
0 0.0217 

小 腸 I, 1.0072 0.0292 0.1949 0.0173 0.0195 
♀ ？ 0.0217 

0.9747 0.0325 0.2058 0.0217 0.0227 
0 ? 0.0238 

0.9422 0.0227 0.2166 0.0195 0.0217 
tぅ0.0217 

0.8881 0.0195 0.2491 0.0141 0.0217 
~ ? 0.0206 

0.8339 0.0217 0.1625 0.0173 0.0238 
0.0195 

0.8122 0.0173 0.1733 0.0141 0.0173 
0.0162 

c ~ I o. 7798 0.0314 0.1841 0.0217 
0.0195 
0.0173 

0.0249 0.0845 0.0152 0.0162 
0.0130 

0.7256 0.0195 0.1408, 0,0130 0.0215 
0.0162 

1.9927 0.0758 0.3249 0.0466 0.0401 
♀（第5期、

0.0379 

1.7870 0.0758 0.3574 0.0440 0.0357 
0 0.0368 

1.6462 0.0650 0.3249 0.0433 0.0325 
♀ 0.0271 

大 腸 ＜1.5389 0.0650 0.3032 0.0379 0.0325 
♀ 

0.0336 

1.4187 0.0650 0.2924 0.0433 0.0303 
合0.0325 

1.3213 0.0736 0.2708 0.0357 0.0358 
~ 0.0325 

1.1805 0.0542 0.2491 0.0347 0.0271 
0 0.0249 

於て発育を進める所までもち来たすととは容易てないも 抗体産生力の低下を来たしていると思われる家兎にAd.

のと考えられた。そζて今回は更に強力な該作用ありと 仔虫を感染せしめるに，それに対する抵抗性の或る程度

思考される N・M.を注射することに依り血液所見等より の減弱を証明し得たが，小腸停滞仔虫皆無と云う期利：ー
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反した結果であり，叉見出された仔虫にも亦当然ながら

発育の進んだものはなかった。このような点から仔虫の

発育を進めんがためには，宿主動物の全身的抵抗性をよ

り著しく低下せしめ，一旦各臓器内に移行したものを可

及的多く小腸に迄到達せしめる ζ とが必要であると考え

られる。一方等しく非固有宿主であっても動物の種類に

よってその抵抗性に強弱の相遣があることは想像に難く

ない。

かかる見地から本実験て Cortisoneと白れを用いた

ととは実験成績から見て当を得たものであったと考えら

れる。即ち血液所見よりして淋巴球の減少著しく抗体産

生力が阻害されたことを想像されると同時に，小腸の所

見よりして小腸に於ける局所防禦機転が冒されたとと

が予想され，をれらがj：目侯って腸管内に復帰しかっ停滞

する仔虫を多くし同時に発育をも促進し得た大なる要因

となったものと考えられる。

尚実験成績よりして Cortisone注射群と対照との聞

に著しい検出仔虫数の相違があることは， Cortisone注

射により白川の先天的抵抗性が著しく減弱せしめられた

ものであり，注射群の間ても差のあることは，1回注射

量の多L、ほどその程度の大きいととを物語っている。更

に発育仔虫の検出に差の認められた点より，仔虫のTu育

を促進せしめ得る状態にもち来たすためには Cortisone

の1回注射量を 5.0mg以上とするととが確実であり，

少くとも 1.0mgよりも多量を要するものと思われる。

尚腸管より得た仔虫数と発育仔虫数とが平行していな

いが，発育可能の条件下にあっても必ずしも全仔虫が発

育するものではないととは，程度の＆Cそあれ同有宿主

にあっても見られるととろで当然のことであろう。叉大

腸内より発育仔虫を見たととは，小腸に帰来発育した仔

虫が移動或は排出される途上にあったものと思われる

が，との点矢張り非固有宿主として止むを得ない所であ

ろう。

兎に角B・C群の腸管より検出した仔虫総数 610隻（小

腸 342隻，大腸 268隻〉中55隻〈小腸41隻「ー 11.99%,

大腸14隻「5.23%）の発育仔虫を認めたことは注目され

てよい。との成績は従来の家兎に於ける場合に比し陥段

の差があり，その処置法が具ることにも因るが実験動物

の種類の差をも無視し得ないであろう。

しかしながら，本実験に於て第4期幼虫を多数認め，

極く少数の第5期幼虫と思しい幼虫をさえ見られ乍ら，

完全に母虫となし得なかった点より，Cortisoneによる

白胤の A.d.仔虫に対する先天的感染抵抗性低下に伴

〔寄生虫学雑誌・第 7巻 ・第 6号

い鈎幼虫の発育を進め得る程度にも限度があり，か〉る

法のみを以てしては固有宿主と同様の条件におくことに

は尚著しい断りがあるとせねばならぬ。

しかし乍ら，本鈎虫の発育に元来好適な条件を備えて

いない非同有宿主たる白川に於て，木処置に依り著しく

発育したものを多数得られたととは，非同有宿主の先天

的抵抗性が或る程度人工的に減弱せしめ得るととを実証

し得たものとして興味あるものと考えられ，叉との実験

が宿主，寄生虫特異関係の木態解明に何らかの寄与をな

し得たととになれば幸である。

綜括及び結論

N-M.を反復静注した家兎並に Cortisoneを毎日皮下

注射した白瓜に夫々人鈎虫（A.d.）完熟仔虫を経口投与

して，家兎及び白爪の状態並に仔虫の感染状況を観察し

た。 N-M.注射の場合は無処置の場合と相違する結果を

作られたがその程度は低く ，Cortisone注射の場合には

相当見るべき成果を挙げ得た。

(A) N.M.を反復活注した家兎の場合

1. N-M.を静注することに依り，著しい淋巴球減少

を起させる為には，稿大量を反復注射するか，大星を一

時に注射するを要し，大量注射の場合ても，赤血球数 ・

血色素量には殆んど変化を示さない。

2. N-M.大豆注射に依り，家兎は肝機能陪碍を来す

3. 処置：京兎体内に於ては仔虫の生存条件が有利とな

る。即ち対照に比し，実験群ーでは多数の仔虫が脊種臓器

から見出された。しかし，小腸内には仔虫を認めなかっ

た。尚とれらの仔虫には進んだ発育を示したものはな

し、。

( B ) Cortisoneを毎円皮下注射した白Jl¥の場合

1. 白汎にもっては，赤血球数 ・血色素量には対照と

の間に差異が認め難く ，殆んど変化がないが，淋巴球の

減少，中性強好白血球の地加が著しく ，注射量の多いぽ

どその傾向が大てある。

2. 小腸の組織的変化は，肉眼的には壁が極めて非薄

となり，弾力性に乏しく七万れ易い。顕微鏡的には械毛固

有j冒・粘膜下組織 ・筋層共に萎縮傾向があり，殊に淋巴

球の滋出が少い。

3. 本剤の注射は仔虫の白井主体内生存条件を著しく有

利にし，腸管に見られるもの多く ，且つ一定の発育を示

す仔虫が相当数認められたととは注円に値する。即ち白

胤の A.d.仔虫に対する先天的感染抵抗性を本処置によ

り相当著しく減弱せしめ得たものと考える。
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Summary 

In the previous papers the author reported the 

results of experiments attempting to infect human 

hookworm larvae (Ancylostoma duodenale) to rab-

bits treated with red blood cells of various animals 

such as man, sheep, and dog. Throughout the 

experiments, in animals thus thus treated the larvae 

were found always more in number and longer 

than in control, and furthermore, this feature was 

most notable in the cases treated with dog red 

blood cells. However, the larvae in tlie fourth stage 

of development were found only seldom in the in-

testine of animals. 

The present paper deals with experiments in which 

the author applied nitrogen-mustard and cortisone, 

with the purpose.to interfer the natural resistance of 

animals against infection of human hookworm larvae, 

expecting remarkable development of the latter, and 

the results are as follows. 

A. Results in rabbits which received repeated 

intravenous injection of nitrogen-mustard. 

1) Repeated injection of small amount or a single 

injection of a large quantity of the drug caus回 in

animals conspicious decrease of lymphocytes, where-

as there is seen no change in number of red blood 

cells and haemoglobin content even when a large 

quantity is used. 

2) The injection of a large quantity of the drug 

causes functional impediment of liver of animals. 

3) In animals treated with this drug, more larvae 

were found in various organs than in control alth-
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ough no larva did show remarkable development, 

and furthermore, the intestine remained fr回 of

worロlS.

B. Results in rats which received daily subcut-

aneous injection of cortisone. 

1) While in animals injected with the drug, there 

is seen no notable change in number of red blood 

cells and haemoglobin content, the decrease of 

lymphocytes and the increase of neutrophils in 

number become prominent corresponding with amo・

unt of the drug used. 

2) Macroscopically, the intestinal wall of animals 

is thin with low elasticity, and microscopically, a 

tendeney of atrophy of villous, mucous and muscular 

layers of that organ is observed. 

3) In experimental animals the larvae were found 

not only more in total number than in control, but 

also many worms showing considerable development 

were detected in intestine, including even those 

which, although not many, are probably in the fifth 

stage of development. 

C. Genearl consideration. 

From the results of present as well as previous 

experiments it might be concluded that in so-called 

unsuitable hosts of certain parasites, the natural 

resistance against infection of the latter can be 

interfered arti五ciallyat least in some degree, and 

inαses treated with drug such as cortisone, the 

animals are much rendered capable to be easily 

infected even by strange parasites, allowing their 

marked development, as seen in present experiment. 
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0付 図

(1) 
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附図 I説明 (1）対照白鼠仔虫投与後第20日小腸

(2) Cort. 1.0 mg注身、f白鼠第20日小腸

(3) Cort. 5. 0 mg注射白鼠第20日小腸

(4) Cort. 10.0 mg注射白鼠第20日小腸
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〔附 図

(1) (3) 

(2) (4) 

附図II説明 (1) Cort. 10. 0 mg注射白鼠の第20日小腸より得た第5期幼虫 8

(2）向上頭部

(3）向上尾部

(4) Cort. 10.0 mg注射白鼠の第20日大腸より得た第5期幼虫♀

及び第3期仔虫との比較

( 101) 
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